


C O N T E N T S

写真家　松野智久 
シリーズ大雪の四季C 
「霧雨の原生林」 

特集  
○大雪地区広域連合からお知らせ 
　平成１６年度国保・介護保険料が決定しました 

Yakkity Yachiyo （おしゃべりやちよ） 
○「何という夢！」 
　英語指導助手（ＡＥＴ）キンバリー・マルヤマ・ヤチヨ 

エイゴのマナビカタ  
○第4回「世界の共通語　英語」 
　英語学習指導員　宮地晶子 

i n fo rma t i o n
○平成16年4月1日から児童手当が小学校3年生まで拡大 
　されます 

○「三つのおすすめ」（あいさつ・家訓・自己決定） 
　東川町立東川小学校校長　奥山　富雄 

生涯学習情報ネットワーク  
○札幌・新音楽集団「群」演奏会のお知らせ　 
○ひがしかわパークゴルフクラブより東川町長杯開催のお知らせ 
○大会結果のお知らせ　 
○マイプラン・マイスタディ講座受講生募集 
○文化ギャラリー展示のご案内 

T ow n  N e w s
○第２６回町民体育祭　 
○東川消防団訓練大会／全道消防操法大会 
○公民館中央分館ウォークラリー大会 

Z o om  i n
○食中毒防止　家庭で守る食の安全 

暮らしの情報 B O X
○年金情報○除雪ドーザを売払います 
○全国消費実態調査にご協力ください 
○公営住宅の入居者を募集します 
○旭川空港「空の日」記念行事を開催します 
○悪質業者に気をつけて精神保健相談・心の健康相談をおこなっています 
○北海道苦情審査委員制度のご利用を○社協通信 
○写真の町情報館ほか 

○ちょっと気になる？前立腺ー自覚症状が出る前にー 
○老人医療給付（道老）の対象年齢がかわります 
○成人病検診のお知らせ 
○子育て支援センター親子音楽遊びのお知らせ 
○保健カレンダーほか 

保健だより（Healthy Coumn)

子育てチャンネル  

○「御堂・言動・遊歩道」 
　（元）郷土史編集専門員　尾池　男 

ふるさと探訪　折々の記  

○シリーズ“大雪山の素顔” 
　「一つの生命力～里山的な天人峡の一面～」 
　旭岳自然保護監視・解説員　中村　直生 
○短歌・俳句○新刊図書・ビデオ案内 
○東川町民が選ぶ日本ハムファイターズ月間MVP賞発表（5月分） 
○道草館だより　ほか 

C u l t u r e  L o u n g e

　濃いガスに霧雨の降る中、お気に
入りの針葉樹の森を歩いて行くと、見
慣れた森が幻想的な姿で迎えてくれ
た。夏の大雪山は、気圧の谷や冷た
いオホーツク高気圧の影響を受け、こ
のようなガスの中を歩く日がほとんど
である。悪天候の日が続くと、大好き
な米の出来具合が気になって仕方が
ない。 

町では、開かれたわかりやすい町政をすすめるため、分館、
行政区など各種団体からの要望により、出張懇話会を随時
開催しています。 
開催を希望される団体の方はお気軽に下記までご連絡く
ださい。 
 
お問い合わせ先 
税務住民課広報広聴係　@82-2111



 

  

 
 

 
 

  

  

 

 

 
  

  

 

 

  

 
 
 

 
  

 

 

 

  

 
 



７
月
１７
日
º
、
公
民
館
中
央
分
館
が
主
催
す
る
「
ふ

る
さ
と
再
発
見
第
１５
回
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
で
１５
回
目
を
迎
え
た
大
会
に
は
、
町
内
の

小
学
生
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
３
人
１
組
で
チ
ー
ム
を

つ
く
り
、
友
達
同
士
が
１７
チ
ー
ム
、
家
族
が
１２
チ

ー
ム
の
計
２９
チ
ー
ム
（
８７
人
）
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。 

好
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
は
、
町
内
１６
カ
所
に
設
置

さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
徒
歩
で
回
り
な
が

ら
、
公
共
施
設
（
郷
土
博
物
館
等
）
や
農
協
・
神

社
等
に
張
り
出
さ
れ
た
問
題
を
回
答
し
た
り
、
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
と
約
２
時
間
を
か
け
て
東
川

町
市
街
を
１
周
し
、
歴
史
や
文
化
に
触
れ
つ
つ
町

の
新
し
い
発
見
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

親
子
で
参
加
の
「
チ
ー
ム
た
ろ
う
」
の
藤
田
さ
ん

は
、
「
犬
の
散
歩
も
か
ね
て
参
加
し
ま
し
た
。
町

の
再
発
見
が
出
来
ま
し
た
。
」
と
楽
し
そ
う
な
表

情
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

大
会
上
位
３
チ
ー
ム
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

１
位
　
ム
シ
キ
ン
グ
（
菊
地
浩
輔
、
浩
恵
、
喜
樹
） 

２
位
　
み
と
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
中
塚
則
恵
、

未
有
、
飛
亜
） 

３
位
　
Ｄ
・
Ｔ
・
Ｔ
（
中
内
拓
、
片
澤
巧
、
船
城

大
輔
） 

公民館中央分館ウォークラリー大会 

第
２６
回
町
民
体
育
祭
が
７
月
４
日
∂
町
民
運
動
公

園
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
町
内
企
業
の
参
加
を
募
り
、
商
工
会

青
年
部
と
昭
和
木
材
の
合
同
チ
ー
ム
と
ユ
ー
ト
ピ

ア
カ
ワ
ム
ラ
の
企
業
チ
ー
ム
２
チ
ー
ム
が
加
わ
り
、

行
政
区
、
分
館
、
専
門
学
校
と
あ
わ
せ
て
１３
チ
ー

ム
、
老
人
会
よ
り
７
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
た
地
域
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

団
体
競
技
の
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
１
位
の
み
掲
載
） 

〇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
走
　
東
雲
老
人
ク
ラ
ブ 

〇
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
リ
レ
ー
　
西
町
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ズ 

〇
交
通
安
全
リ
レ
ー
　
東
川
第
三 

〇
大
雪
清
流
満
水
リ
レ
ー
　
喜
楽
老
人
ク
ラ
ブ 

〇
俵
か
つ
ぎ
リ
レ
ー
（
男
子
）
東
川
第
三
Ａ 

〇
俵
か
つ
ぎ
リ
レ
ー
（
女
子
）
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
北

　
町
３
丁
目 

〇
子
供
会
対
抗
リ
レ
ー
　
西
町
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ズ 

〇
熟
年
ウ
ル
ト
ラ
リ
レ
ー
　
西
町
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ズ 

〇
人
間
ば
ん
ば
　
東
川
第
三 

〇
百
足
競
走
　
東
川
第
三
Ａ 

〇
玉
入
れ
　
寿
老
人
ク
ラ
ブ 

〇
混
成
リ
レ
ー
　
東
川
第
三 

〇
綱
引
競
技
　
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
北
町
３
丁
目 

　
東
川
消
防
団
の
訓
練
大
会
が
６
月
２７
日
東
川
小

学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
整
然
と
し
た
小
隊
訓

練
の
後
、
標
的
を
放
水
し
て
倒
す
第
５
分
団
の
小

型
ポ
ン
プ
操
法
、
４
個
分
団
一
斉
に
よ
る
ポ
ン
プ

車
操
法
、
高
齢
者
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
で
の
模
擬

火
災
訓
練
等
が
行
わ
れ
見
学
の
町
民
多
数
か
ら
激

励
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

　
一
方
、
７
月
２２
日
江
別
市
の
消
防
学
校
で
全
道

消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
東
川
第
５
分
団
が

上
川
地
区
代
表
と
し
て
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に

出
場
し
ま
し
た
。
第
５
分
団
は
大
会
に
向
け
年
明

け
か
ら
訓
練
を
行
い
、
最
善
の
努
力
で
大
会
に
挑

み
、
そ
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
出
場
隊
員
は

応
援
に
駆
け
付
け
た
多
数
の
関
係
者
か
ら
暖
か
い

声
援
と
ね
ぎ
ら
い
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

東川消防団訓練大会／全道消防操法大会 

第26回町民体育祭 ■リデュース（Reduce）「ごみ」も「資源」も元から減らすこと。発生抑制 
■リユース（Reuse）できるだけ手を加えないで、そのまま何度も使うこと。再使用 
■リサイクル（Recycle）手を加え、再び原材料として使用すること。再生利用 
 

　町では、増えつづけるごみの減量を目指し、ごみ減量化推進３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）運
動の展開を計画しています。 
　ついては、この運動の中心として活躍してもらうためのキャラクターのデザインとその愛称を募集する
こととしました。 
　採用となったキャラクターはごみ減量化推進に関する印刷物やキャンペーンなどに使用し、減量化推進
のマスコットとして活躍していただきます。皆様の力作をお待ちしております。 
 
応募方法　　・１人何点でも応募できます。（用紙１枚につき１点とします。） 
　　　　　　・作品は応募者本人のもので、未公開・未発表のものに限ります。 
　　　　　　・作品は手書き、コンピュターグラッフィック（電子画像）いずれも可能。 
　　　　　　・サイズはA４用紙（297×210ｍｍ）、データ提出も可 
応募資格　　町内に居住もしくは勤務されている方ならどなたでも可能です。 
記入事項　　オモテ面にキャラクターの絵、ウラ面に愛称（名前）、キャラクターの簡単な説明、住所、氏名
　　　　　　（ふりがな）、年齢、電話番号を記載してください。（別紙に記載しても構いません） 
提 出 先　　〒071-1492　東川町東町1丁目16番1号　税務住民課環境衛生係 
　　　　　　daisetsu@town.higashikawa.lg.jp （郵送または直接持参、もしくはEメールで応募して
　　　　　　ください。） 
〆 切 り　　平成16年９月10日（金）（消印有効） 
賞　　品　　最優秀作品賞（１点）　さくら工芸木製壁掛時計（大）と資源ごみ袋（４種類）１年分 
　　　　　　優秀作品賞（１点）　さくら工芸木製壁掛時計（中）と資源ごみ袋（４種類）１年分 
　　　　　　佳　　　　作（３点）　東川町オリジナル木製写真立てと資源ごみ袋（４種類）１年分 
発　　表　　10月号の町広報にて発表予定 
注意事項　　応募作品は返却いたしません。また、応募作品の著作権は東川町に寄与されるものとします。
　　　　　　また、採用デザインには手を加えさせていただく場合があります。 
お問合せは　東川町役場税務住民課環境衛生係 
　　　　　　東川町東町1丁目16番1号　@82-2111　ＦＡＸ 82-3644



所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

合　計 

医　療　分 介護分（４０歳～６４歳対象） 

（総所得金額２，０００，０００円
－基礎控除３３０，０００円）× 

固定資産税（土地、家屋分）
７０，０００円×料率４０％＝ 

１人当たり均等割額 
２６，０００円×被保険者数３人 

１世帯当たり平均割額 

 
※１００円未満の端数切捨て 

（総所得金額２，０００，０００円
－基礎控除３３０，０００円）× 

固定資産税（土地、家屋分）
７０，０００円×料率７．５％＝ 

１人当たり均等割額 
６，０００円×被保険者数１人 

１世帯当たり平均割額 

 
※１００円未満の端数切捨て 

国保加入者Ａさんの国民健康保険料 

●平成16年度国民健康保険料 

●平成16年度介護保険料 

保険料率等 ●課税限度額（保険料の上限）医療分：５３万円　介護分８万円 

計算してみよう 

家族構成および所得状況 
Ａ：世帯主（４２歳）農業収入　所得金額２，０００，０００円 
Ｂ：配偶者（３９歳）　　　　　所得金額　　　　０円 
Ｃ：子　供（１０歳） 
固定資産税（土地、家屋分）　　　　　 　７０，０００円 

所得割：国保に加入する家族の所得の合計で変動 
資産割：土地や家を持っている場合対象になる。 
均等割：世帯加入者の人数に応じて変動 
平等割：加入した世帯全てにかかる。 

※注１　介護分とは、４０歳～６４歳の人（介護保険の第２号被保険者）が納める介護保険料相当分です。 
　　　　６５歳以上の人が納める介護保険料は、別途に介護保険料として納付してもらいますので、上記の
　　　　国民健康保険料には含まれません。 
※注２　一定の所得金額に満たない世帯は、７割、５割、２割軽減の額が適用されます。２割軽減は申請
　　　　が必要となるため、該当世帯に申請書を送付しています。 

所　得　割 

医　療　分 介 護 分※注１ 医　療　分 介 護 分※注１ 

６．８％ ０．７％ ９％ ０．９５％ 

４０％ ７．５％ ３０％ ４％ 

２６，０００ 円 ６，０００ 円 ２６，０００ 円 ４，８００ 円 

７，８００ 円 １，８００ 円 ７，８００ 円 １，４４０ 円 
１３，０００ 円 ３，０００ 円 １３，０００ 円 ２，４００ 円 
２０，８００ 円 ４，８００ 円 ２０，８００ 円 ３，８４０ 円 

３６，０００ 円 ６，０００ 円 ３８，０００ 円 ６，０００ 円 

１０，８００ 円 １，８００ 円 １１，４００ 円 １，８００ 円 
１８，０００ 円 ３，０００ 円 １９，０００ 円 ３，０００ 円 
２８，８００ 円 ４，８００ 円 ３０，４００ 円 ４，８００ 円 

広域連合 東川町（Ｈ１５年度） 

資　産　割 

７割軽減 
５割軽減 
２割軽減 

※
注
２
 

※
注
２
 

均　等　割 
（１人当たり） 

７割軽減 
５割軽減 
２割軽減 

平　等　割 
（１世帯当たり） 

■
平
成
１６
年
度
の
国
保
･
介
護

　
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た
 

　
大
雪
地
区
広
域
連
合（
東
川
町
・

美
瑛
町
・
東
神
楽
町
）は
、国
民
健

康
保
険
、介
護
保
険
事
業
な
ど
に
つ

い
て
、行
政
コ
ス
ト
の
ス
リ
ム
化
を
図

り
な
が
ら
、一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

目
指
し
３
町
共
同
で
事
業
を
運
営

し
て
い
ま
す
。 

　
広
域
連
合
と
し
て
は
じ
め
て
の

保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た
。保

険
料
率
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、３

町
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
の
安

定
化
・
平
準
化
を
第
一
に
考
え
、昨

年
ま
で
の
保
険
料
に
対
す
る
各
町

の
考
え
方
、こ
れ
か
ら
の
広
域
連
合

の
安
定
し
た
事
業
運
営
な
ど
、様
々

な
場
面
を
考
慮
し
、６
月
１１
日
開

催
の
広
域
連
合
国
民
健
康
保
険
・

介
護
保
険
運
営
協
議
会
で
十
分
な

検
討
を
い
た
だ
い
た
の
ち
、６
月
２８

日
広
域
連
合
議
会
で
決
定
さ
れ
ま

し
た
。 

　
各
保
険
料
率
の
詳
細
に
つい
て
は
、

各
表
の
と
お
り
で
す
。 

　
広
域
連
合
と
し
て
最
初
の
保
険
料
が
決
定
し
、7
月
10
日
付
で
町
民
の
皆
様
に
納
付
書

を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
月
は
保
険
料
の
詳
細
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

　
介
護
保
険
制
度
で
は
介
護
給
付

費
等
の
費
用
に
つい
て
、利
用
者
負
担

（
１
割
）を
除
い
た
費
用
の
５０
％
を
公

費（
国
２５
％
、道
１２・５
％
、広
域
連
合

１２・５
％
）で
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〜
６４
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３２
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上
記
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後
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介
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介
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況
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化
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に
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応
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よ
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雪
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区
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連
合
介
護
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険
事
業

計
画
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構
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す
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町
の
要
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護
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状
と
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各
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ス
の
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用
見
込
な
ど
に
よ
り
、６５
歳

以
上
の
方
の
介
護
保
険
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第
１
号
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険
料
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第
３
段
階
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年
額
４
８,
４
０
０
円（
月
額
換
算
４,

０
３
３
円
）と
し
て
い
ま
す
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■
保
険
料
の
納
期
限
 

　
大
雪
地
区
広
域
連
合
の
国
民
健

康
保
険
料
、介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）

の
納
期
は
、下
記
の
と
お
り
と
な
って

お
り
ま
す
。納
期
限
内
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 
保
険
料
の
支
払
に
つい
て
の
ご
相
談

（
分
割
納
付
な
ど
）は
税
務
住
民
課

総
合
収
納
対
策
室
@
８２ 
｜
２
１
１
１

へ
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

保険料は納期を守って納めましょう 
■第1期納期限・・・・・・・・・・・・・・平成16年 8月　2日（月） 
■第2期納期限・・・・・・・・・・・・・・平成16年 9月30日（木） 
■第3期納期限・・・・・・・・・・・・・・平成16年11月30日（火） 
■第4期納期限・・・・・・・・・・・・・・平成17年 1月31日（月） 
※4期納期は申請により分割可能／納期どおり納められ 
　ない場合は必ずご相談ください。 
 

更新されます各種医療費受給者証 

　下表の証は8月から新しいものに更新されますので、8
月以降の診療時には、新しい証を医療機関の窓口で保険
証と併せて提示することになります。 
　証は、自動更新されるもののほか、申請手続きが必要
なものもありますので、その際は税務住民課保険医療係
で手続きをしてください。また、現在交付されている証は、
7月末が有効期限となっています。税務住民課保険医療
係に返却してください。 
　返却窓口およびお問い合わせは税務住民課保険医療係
@82－2111

窓口負担の割合（１割・２割）が変更となる方 

入院時における食事負担額の軽減、医療機関で
の窓口負担限度額の引き下げ 

昭和７年１０月１日～昭和９年８月１日生まれの大雪
地区広域連合国保に加入している方 

該当者には認定証を郵送しています。新しい認
定証を受け取った後、役場に備えてあります申請
書に署名となつ印が必要となりますので、古い減
額認定証の返却に合わせて手続きしてください。 

7月下旬に該当者には、案内文書を郵送してい
ますので、税務住民課保険医療係にて新しい受
給者証を受け取ってください。（変更前の受給
者証をご持参ください。） 
※窓口負担の割合が変更とならない方は、現在
の受給者証を引き続きご使用いただきます。 

昭和７年９月３０日以前生まれの方、または、一定
以上の障害により老人保健の認定を受けている
方で、世帯全員が住民税非課税の方 

入院時における食事負担額の軽減、医療機関で
の窓口負担限度額の引き下げ 

該当者には認定証を郵送しています。新しい認
定証を受け取った後、役場に備えてあります申請
書に署名となつ印が必要となりますので、古い減
額認定証の返却に合わせて手続きしてください。 

入院時における食事負担額の軽減 

７０歳未満の大雪地区広域連合国保に加入して
いる方で、世帯の国保加入者全員が住民税非課
税の方 

申請により交付しますので、該当となる方は手続
きをしてください。 

昭和７年１０月１日～昭和９年８月１日生まれの大雪
地区広域連合国保に加入している方で、世帯の
国保加入者全員が住民税非課税の方 

該当者全員に郵送しています。 
※一定以上の障害により老人保健の認定を受け
ている方は除きます。 

対　象 

交　付 

対　象 

内　容 

交　付 

対　象 

交　付 

対　象 

内　容 

交　付 

対　象 

内　容 

交　付 

老人保健医療受給者証 

老人医療の限度額適用・標準負担減額認定証 

国民健康保険高齢受給者証 

老
人
保
健
以
外
の
方
 

老
人
保
健
の
方
 

７０
歳
以
上
の
方
 

７０
歳
未
満
の
方
 

国民健康保険標準負担額減額認定証 

国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証 

■8月に更新される各種医療受給者証 

特 集  

保険料の区分について 
　第１号被保険者（６５歳以上）の保険料は、負担能力に応じ
たものとするため、当該年度の４月１日時点における被保険者本
人の課税および所得状況、被保険者の属する世帯の課税状況
により下記の「保険料区分」のとおり５段階に区分いたします。 

第１号被保険者（６５歳以上の方）の保険料 
保険料区分 対　　象　　者 算定方法 保険料額（年額） 

第１段階 生活保護の受給者、老齢福祉 年金の受給者で非課税世帯 基準額×０.５ 24，200円 

第２段階 世帯全員が住民税非課税 

本人が住民税非課税 

基準額×０.７５ 36，300円 

第３段階 基 準 額  48，400円 

第４段階 本人が住民税課税で合計 所得金額が200万円未満 基準額×１.２５ 60，500円 

第５段階 本人が住民税課税で合計 所得金額が200万円以上 基準額×１.５ 72，600円 

※１，０００円未満の端数があるときは、第１期に合算されます。 

第１期　７１，４００円 

第２期　７１，０００円 

第３期　７１，０００円 

第４期　７１，０００円 

①  ２５５，５００円（医療分） 
                 ＋ 
②    ２８，９００円（介護分） 
                 ＝ 
　　２８４，４００円（年額） 

料率６．８％＝１１３，５６０円 料率０．７％＝１１，６９０円 

２８，０００円 ５，２５０円 

＝７８，０００円 

３６，０００円 ６，０００円 

＝６，０００円 

２５５，５００円…① ２８，９００円…① 

 

　　 ー平成１6年度国保・介護保険料が決定しましたー 



町教委では、この「情報ネットワーク」
を通して、町民の方々が生涯学習を
進めていくための学習、研修、健康づ
くりに関する情報を提供しています。 
また、町民の皆さまの希望や意見を
伝えるページとしても活用したいと考
えています。こんなサークルを作りた
い、また参加してみたい、こんな学習
資料、指導者の情報を提供してほし
い。こんな事業を計画してほしいなど、
広く取り上げていきたいと思いますの
で、どしどしご意見・ご希望をお寄せく
ださい。 
連絡先／右記の各施設担当までお
願いします。 

「みんなでつくるあったか」標語 
　　　 （平成１５年度入選作品） 

入　選 小学生の部 

（東川小　４年　渡辺　栞菜） 
あいさつで　心の花束　プレゼント 

社会教育 
TEL.82-3200

文化ギャラリー 
TEL.82-4700

子育てネット「たんぽぽ」８月のお知らせ 
　対　象　町内に住んでいる新生児～就園前の親子ならどなたでも（会員随時募集中です。） 
《テーマ１》キトウシ森林公園  ジャブジャブ池で遊ぼう（七夕飾りを一緒に作りましょう） 
　と　き　８月５日∫　午前１０時３０分～各自自由 
　ところ　キトウシ森林公園　ジャブジャブ池 
　持ち物　お弁当、レジャーシート、着替え、はさみ、各自必要な物 
　申込み　不要（雨天中止） 
《テーマ２》カムイの杜で遊ぼう 
　と　き　８月１９日∫　午前１１時現地集合 
　ところ　カムイの杜わくわくエッグ（旭川市神居町富沢）@６３－４０４５ 
　持ち物　お弁当、レジャーシート、着替え他、各自必要なもの 
　参加料　５００円（親子で）焼き肉の代金に使います。 
　申込み　不要（雨天も室内遊具があるので安心です） 
　問い合わせ先　役場保健福祉課　保健師まで（@８２－２１１１） 

相談日　１８日（水） 
時　間　午前１０時～午後４時 
相談要領　電話相談（来室可） 
専用電話　@８２－４２２５ 

8月の教育相談 

 
 
 
 
 
　ＮＰＯ国際パークゴルフ協会加
盟ひがしかわパークゴルフクラブ
では第４回東川町長杯争奪ＰＧ大
会を行います。会員の皆様をはじ
め一般の方の参加者を募集してお
ります。 
日　時　９月１１日º　午前８時から 
場　所　キトウシパークゴルフ場 
参加費　会員４００円 
　　　　一般５００円 
（シーズン券をお持ちでない方はコー
ス料を各自負担ください） 
参加資格　ひがしかわパークゴルフクラ
ブ会員及び東川在住者で一般愛好者、 
開催要綱　３６ホールストロークプレーで
行います。 
ルール　国際パークゴルフ協会規
則に準じる。 
賞　品　男性１位から５位　女性１
位から３位、ラッキー賞、ホールインワン
賞、ニアピン賞ブービー賞、敢闘賞が
有ります。 
申し込み　９月５日∂までにクラブ会員
は各班長へ、一般の方は川島@８２
－２０４３および泉@８２－２６４８または
佐藤@８２－２９２９へ 
 
 
 
 
期　日　６月２７日 
会　場　旭川市大成市民体育館 
種　目 
◇型試合（小学３，４年男子の
部） 
５位　　中島拓也 
◇型試合（小学５，６年男子の
部） 
５位　　鹿原真生 
５位　　小池孝幸 
東川空手道スポーツ少年団では毎
週、月（錬成館）、金（海洋セン
ター）で午後７時～９時まで練習

していますので見学希望の方は各
練習会場までおいでください 
連絡先　東川空手道父母の会会長
齋藤　@８２－４５１６ 
 
 
 
 
 
 
●第２０回東川賞受賞作家作品展 
　７月３０日ª～９月８日π 
●第２０回フォトフェスタ・イン
ディペンデンス展 
　７月３０日ª～８月２９日∂ 
 

展示のご案内 
 

大会結果のお知らせ 
第28回旭川地区空手道選手権大会 

ひがしかわパークゴルフクラブより 
東川町長杯開催のお知らせ 

海洋センター 
TEL.82-4600

　この事業は、生涯学習時代における町民皆さんの自主的な学習を奨励し、
支援するものです。 
　興味をお持ちの方は、お友達お誘い合わせのうえ、多数応募されますようご
案内いたします。 

＝マイプラン・マイスタディ講座（自主学級）＝ 
◎開催要領 
☆学習希望者が仲間（５名以上）を募り、開設申請書（学習計画書を含む）を
教育委員会に提出すると開催できます。 

☆開設期間は、平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日までとします。 
☆学習分野は、趣味娯楽、家庭生活、文化教養、健康づくり、スポーツなどの
分野とします。できるだけ皆さんの希望に沿えるように努めますが、万が一
適当な講師が見つからず、講座が開催できない場合はご了承ください。 

☆会場は、町公共施設をご利用ください。（学習分野によっては、町外施設も
使用可） 

☆対象は、一般町民とします。（町内在住または、勤務する者） 
◎経　　費 
☆１講座１回１人５００円です。計画回数分を申込みの時に一括納入願います。
都合で欠席されても参加料は返却できませんのでご了承ください。 

☆講師謝金は、１講座５回を限度に教育委員会で負担しますが、材料等個人
に係る経費は自己負担となります。 
◎申 込 先 
☆教育委員会社会教育課（@８２－３２００）へ、開設申請書を提出してください。 
☆学習要望等に対する相談にも応じます。 
◎講座項目〔主なもの〕 
　１.陶芸　２.英会話　３.押し花　４.写真　５.クラフト　６.染め物 
　７.編物　８.絵画　９.着つけ　１０.書道　１１.和裁　１２.切り絵　１３.パソコン 
　１４.太極拳　１５.卓球　１６.スキー　１７.テニポン　１８.パンづくり他 

と　き　８月２１日º 
開　場　午後１時３０分（開演午後２時～） 
　　　　チャレンジコーナ（アトラクション）午後４時から～５時 
ところ　農村環境改善センター　@（８２－３２００） 
入場料　●前売券・当日券とも　一般　１，０００円 
　　　　　※全席自由・消費税込み 
　　　　　※中学生以下は無料とし、整理券を用意します。 
■チケット販売所 
　・教育委員会社会教育課　８２-３２００　・学校教育課　８２-２１１１ 
　・海洋センター　　　　　８２-４６００　・道草館　　　６８-４７７７ 
　・文化ギャラリー　　　　８２-４７００　・沖新聞店　　８２-２６２２ 
　・フレンドシップながさわ　８２-２０２４　・中西商店　　８２-３０２１ 
　・山地商店　　　　　　　８２-２５０８　・大江商店　　２３-３０１１ 
■問い合わせ先／招へい委員会事務局（社会教育課@８２-３２００） 
■主催／東川町芸術文化事業招へい委員会  
■後援／東川町・東川町教育委員会・東川町文化連盟協議会 

第28回演奏会 
in東川 

チケット好評 
販売中 

チケット好評 
販売中 

札幌・新音楽集団 

ぐん 

題字 沖野 北溟 



　東川に来て今月の末でもう一年になります。すでにご
存じの方も多いでしょうが、もう一年この町にいること
になりました。この町が大好きなのでなんの迷いもあり
ませんでした。でも、昨日夢を見たのです。その恐ろし
かったこと。 
　夢は私が1通の手紙を受け取るところから始まりました。
その手紙には私が仙台に異動になったと書いてあります。
仙台は祖父側の出身地ということもあり最初は大喜びし
ました。 
でもこの町に残して行くものの多さに気づいた瞬間、そ
んなうれしさはすぐにしぼんでしまいました。驚かれる
かもしれませんが、夢の中にはこの町でできた友人の顔
がつぎつぎに出てきました。日本の友達、同じＪＥＴプ
ログラムで派遣された友人、中学生やめだかクラブの子
どもたち。さよならを言うのがとても辛かった。まだや
り残したことや言い残したことがいっぱいある気がして
夢の中なのにパニックに陥ってしまいました。 
　夢の中では仙台にいる私はふるさと東川の人々を思う
気持ちでいっぱいでした。 
夢は始まったときと同様突然終わり、私はパッと身を起
こしました。朝の4時というのにアドレナリンが体をか
け巡り、息があがっています。でもここにいると気がつ
いた瞬間、深い安堵を感じました。東川に戻っていたか
らです。まだまだここを出て行く気持ちにはなっていな
いのですね。 
　この1年はみなさんのおかげでほんとうに素晴らしい
ものでした。本当に感謝しています。これからの1年も
ご一緒できるのを楽しみにしています！ 
 

At the end of this month, I will have lived in 
Higashikawa for one year!  As many of you may 
already know, I have decided to re-contract and stay 
for another year.  I am very happy with Higashikawa 
and staying was a very easy choice to make.  Well, 
last night I had a dream.  Make that a nightmare.   
It all started when I received a letter, which informed 
me that I would be transferred to Sendai. Sendai is 
where the Maruyama side of the family came from, 
so upon hearing this news I was initially elated.  
However, this happiness was short-lived as I soon 
realized what I was leaving.  In my dream, believe it 
or not, I saw the faces of all the friends I've made 
here.  I saw my Japanese friends, my JET friends, as 
well as my Jr. High School and Apple Kids Club 
students!  Saying goodbye was so painful.  I was 
panicking within my dream, as though I had left so 
many things unsaid and undone. 
My dream took me all the way to Sendai, where I 
was longing for everyone back home in 
Higashikawa!  Finally, my dream ended as fast as it 
came about.  I bolted upright from sleeping, 
adrenaline pumping and gasping for air at 4:00am.  
A great sense of relief swept over me as I realized 
where I was.  Back in Higashikawa.  I'm obviously 
not ready to leave yet!  I guess I just wanted to thank 
everyone for making this year so great.  I'm looking 
forward to the next year together! 
 

世界の共通語「英語」 

英語学習指導員　宮地晶子の 

エイゴのマナビカタ 

第4回 



　
公
的
年
金
の
受
給
者
の
方
に
は
、

継
続
し
て
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
毎
年

指
定
日（
誕
生
月
の
末
日
）
ま
で
に
、

現
況
届
を
社
会
保
険
庁
に
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
た
り
、
提

出
し
忘
れ
て
し
ま
う
と
年
金
の
支
払

が
一
時
差
止
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
差
止
め
ら
れ
た
場
合
、
そ
の
後
現

況
届
を
提
出
し
た
時
点
か
ら
差
止
め

は
解
除
と
な
り
ま
す
。 

　
年
金
は
次
回
の
支
払
月
に
差
止
め

の
あ
っ
た
月
を
含
め
、
ま
と
め
て
支

払
い
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
６５
歳
以
上
の
方
の
年
金
か
ら

引
か
れ
て
い
る
介
護
保
険
料
に
つ
い

て
は
差
止
め
が
あ
っ
た
月
か
ら
約
１

年
間
年
金
の
引
き
去
り
が
で
き
な
く

な
り
、
納
付
書
で
支
払
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

　
現
況
届
の
用
紙
が
送
付
さ
れ
た
ら

指
定
日
ま
で
提
出
を
お
忘
れ
な
く
。 

     

　
昭
和
５５
年
よ
り
町
道
の
維
持
作
業

に
使
用
し
て
お
り
ま
し
た
除
雪
ド
ー

ザ
が
更
新
に
よ
り
不
用
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
次
の
と
お
り
競
売
に
よ
り

売
払
い
し
ま
す
。
ご
希
望
の
か
た
は

役
場
都
市
建
設
課
管
理
係
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

物
件
の
概
要 

除
雪
ド
ー
ザ
ー
（
１３
ｔ
級
）
　
１
台 

型
式
　
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
三
菱
　
９５０Ａ   
年

式
　
昭
和
５５
年
式
（
車
検
切
れ
） 

附
属
品
　
ア
ン
グ
リ
ン
グ
プ
ラ
ウ
一

式
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
４
本 

輸
送
費
　
購
入
者
負
担 

売
払
い
方
法
　
競
売
（
競
り
売
り
） 

競
売
参
加
申
込
期
限
　
平
成
１６
年
８

月
３１
日 

実
施
日
時
　
平
成
１６
年
９
月
１０
日
午

前
１０
時 

競
売
会
場
　
役
場
第
２
会
議
室
（
２

階
） 

お
問
い
合
わ
せ
先
　
都
市
建
設
課
管

理
係
　
@
８２
ñ
２
１
１
１（
内
線
２３２
） 

          

    

　
全
国
消
費
実
態
調
査
は
５
年
ご
と

に
全
国
的
に
行
わ
れ
る
調
査
で
、
本

年
９
月
か
ら
１１
月
ま
で
の
３
カ
月
間

に
わ
た
り
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
調
査
の
結
果
は
統
計
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
、
国
や
北
海
道
の
各
種

行
政
調
査
や
消
費
・
経
済
の
分
析
資

料
と
な
る
も
の
で
す
。 

　
東
川
町
で
も
町
内
の
特
定
の
行
政

区
が
調
査
の
対
象
と
し
て
選
ば
れ
て

お
り
、
対
象
と
な
っ
た
地
域
に
は
７

月
か
ら
８
月
に
か
け
て
調
査
員
が
調

査
の
お
願
い
に
伺
う
予
定
で
す
。 

　
こ
の
調
査
で
知
り
得
た
情
報
は
統

計
を
作
る
目
的
で
使
っ
た
り
、
他
に

も
ら
し
た
り
す
る
こ
と
は「
統
計
法
」

と
い
う
法
律
に
よ
り
固
く
禁
じ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
調
査
に
は
皆
様
の
ご

協
力
が
必
要
で
す
。
対
象
と
な
っ
た

際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

      

　
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
去
る
６

月
２９
日
に
町
長
室
に
お
い
て
人
権
擁

護
委
員
の
委
嘱
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
、

山
口
佐
知
子
氏（
西
４
号
北
３９
番
地
）

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
町
内
に
は
山
口
氏
と
寺
沢
孝
之
氏

（
東
町
２
丁
目
１５
番
８
号
）
２
名
の

人
権
擁
護
委
員
が
お
り
、
人
権
思
想

の
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
住
民
か

ら
の
人
権
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、

自
由
人
権
意
識
の
普
及
啓
発
・
高
揚

の
た
め
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
を
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

―
受
給
者
の
皆
様
へ
―
現
況 

届
の
提
出
は
お
忘
れ
な
く 

HIGASHIKAWA

暮 ら し の  
情 報 ボ ッ ク ス  
■東川町役場 82-2111 
■公民館 82-3200 
■文化交流館 82-4245 
■文化ギャラリー 82-4700 
■B&G海洋センター 82-4600 
■町立診療所 82-2101 
■大雪消防組合東川支署 82-2310

8月のこよみ 

9月 
日 月 火 水 木 金 土 
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8月 
日 月 火 水 木 金 土 
ï 2 3 4 5 6 T 
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£ 16 17 18 19 20 b 
™ 23
± 30

24 25 26 27 i 
31     

 １日　フォトフェスタ２００４ 
 　　　羽衣音楽祭 
 ３日　カンモア町高校生さよならパーティ 
 ８日　第１２回町民水泳大会 
 　　　第３２回公民館分館親睦球技大会 
２１日　札幌・新音楽集団「群」東川公演 
２５日　東川神社祭（２６日まで） 

税
務
住
民
課
住
民
相
談
年
金
係 

全
国
消
費
実
態
調
査
に
ご
協 

力
く
だ
さ
い 

税
務
住
民
課
広
報
広
聴
係 

都
市
建
設
課
管
理
係 

除
雪
ド
ー
ザ
を
売
払
い
ま
す 

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係 

人
権
擁
護
委
員
さ
ん
を
ご
存 

知
で
す
か
？ 



    

受
付
期
間
　
８
月
２
日
∑
〜
２０
日
ª 

受
付
場
所
　
税
務
住
民
課
住
宅
下
水

道
係
窓
口
（
役
場
庁
舎
１
階
） 

募
集
戸
数
　
２
戸 

持
ち
物
　
印
鑑
・
平
成
１５
年
１
月

か
ら
１２
月
ま
で
の
所
得
の
状
況
が
確

認
で
き
る
書
類
（
所
得
証
明
、
源
泉

徴
収
票
等
） 

募
集
す
る
住
宅
　
入
居
期
限
付
住
宅

（
建
替
え
の
関
係
で
平
成
２１
年
３
月

３１
日
ま
で
の
入
居
期
限
付
住
宅
。
建

替
え
に
伴
う
移
転
補
償
の
支
給
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
他
の
公

営
住
宅
へ
の
あ
っ
せ
ん
も
行
い
ま
せ
ん
。
） 

募
集
団
地
　
清
流
団
地
Ｃ
４
・
Ｄ
４
棟 

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃
　
２
Ｄ
Ｋ
（

３９.６
fl
）
・
３
戸
・
６，
１
０
０
円
〜
１

万
１，
０
０
０
円 

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等 

昭
和
４８
年
・
簡
易
耐
火
構
造
平
屋
建
、

井
戸
ポ
ン
プ
、
灯
油
タ
ン
ク
、
浴
槽

は
入
居
者
設
置
、
物
置
な
し
、
駐
車

場
な
し
※
家
賃
は
収
入
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。 

入
居
資
格
　
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤

務
地
を
有
す
る
方
お
よ
び
本
町
に
居

住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
の

要
件
に
該
当
す
る
人
。 

A
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
の
い
る
方 

B
単
身
者
は
５０
歳
以
上
の
方 

※
生
活
保
護
者
等
の
一
部
を
除
く 

C
世
帯
の
収
入
金
額
が
国
で
定
め
る 

収
入
基
準
の
範
囲
内
の
方
（
月
額
所

得
が
２０
万
円
未
満
） 

選
考
方
法
　
公
営
住
宅
等
入
居
者
選

考
委
員
会
を
開
催
し
入
居
者
を
決
定
。

※
上
記
委
員
会
で
決
定
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
は
公
開
抽
選
会
を
開
催
し
ま

す
が
開
催
日
は
未
定
で
す
。 

敷
　
　
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分 

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
住
民
課
住
宅

下
水
道
係
@
８２
ñ
２
１
１
１（
内
線
１２９
） 

       

　
昭
和
５７年
４
月
１３
日
の
閣
議
決
定

「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す

る
日
に
つ
い
て
」
に
も
と
づ
き
、
先

の
大
戦
に
お
け
る
全
戦
没
者
に
対
し
、

追
悼
の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
、
来
る
８
月
１５
日

に
日
本
武
道
館
に
お
い
て
政
府
主
催

の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま

す
。 

　
こ
の
式
典
に
お
い
て
、
戦
没
者
の

ご
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念

す
る
た
め
、
正
午
の
時
報
を
合
図
に

１
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。本
町
に
お
い
て
も
、

左
記
の
と
お
り
黙
と
う
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
趣
旨
に

ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

日
　
時
　
８
月
１５
日
∂
正
午
か
ら
１

分
間 

合
　
図
　
正
午
に
吹
鳴
す
る
サ
イ
レ

ン
を
合
図
に
１
分
間
の
黙
と
う
を
捧

げ
る 

    

　
自
衛
隊
旭
川
地
方
連
絡
部
南
地
区

隊
で
は
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。 

□
自
衛
隊
航
空
学
生（
海
上
・航
空
）

募
集 

資
　
　
格
　
１８
歳
以
上
２１
歳
未
満
の

者
（
平
成
１７
年
４
月
１
日
現
在
） 

受
付
期
間
　
８
月
２
日
∑
〜
９
月
８

日
π 

試
験
期
日 

１
次
試
験
　
９
月
２３
日
∫
　
筆
記
・

適
性
検
査 

２
次
試
験
　
１０
月
中
旬
／
身
体
検
査

（
航
空
）
、
口
述
・
適
性
検
査 

３
次
試
験
　
１１
月
中
旬
〜
１２
月
上
旬

／
身
体
検
査
（
海
上
・
航
空
）
、
操

縦
・
医
学
適
性
検
査
（
航
空
） 

試
験
科
目
　
国
語
Ⅰ
・
Ⅱ
、
数
学
Ⅰ
・

Ⅱ
、
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
、
選
択
科
目
（
世
界

史
Ａ
、
日
本
史
Ａ
、
地
理
Ａ
、
現
代

社
会
、
倫
理
、
政
治
経
済
、
物
理
Ⅰ

Ｂ
、
化
学
Ⅰ
Ｂ
、
生
物
Ⅰ
Ｂ
、
地
学

Ⅰ
Ｂ
の
う
ち
１
科
目
） 

□
陸
上
自
衛
官
（
看
護
）
要
員
募
集 

資
　
　
格
　
看
護
師
免
許
（
免
許
取

得
見
込
み
含
む
）を
有
す
る
も
の
で
、

３６
歳
未
満
の
者 

受
付
期
間
　
９
月
１０
日
ª
〜
１０
月
１

日
ª 

試
験
期
日
　
１１
月
２０
日
º 

試
験
科
目
　
筆
記
試
験
（
小
論
文
）
、

口
述
論
文
、
身
体
検
査 

お
問
い
合
わ
せ
先
　
自
衛
隊
旭
川
地

方
連
絡
部
南
地
区
隊
　
@
２２
ñ
０
６

４
８
／
役
場
企
画
総
務
課
　
@
８２
ñ

２
１
１
１
／
募
集
相
談
員
小
野
利
昌

@
８２
ñ
３
７
３
７
ま
で 

     

　
近
年
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル

ス
や
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
な
ど
に
よ

る
被
害
が
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。
ま

た
そ
の
手
口
は
年
々
巧
妙
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
だ
ま
さ
れ
な
い
で
悪

質
業
者
か
ら
自
分
を
守
り
ま
し
ょ
う 

● 

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス 

　
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
と

は
、
販
売
目
的
を
言
わ
ず
に
、
特
典

が
あ
る
と
か
「
貴
方
が
選
ば
れ
ま
し

た
」
な
ど
と
電
話
や
郵
便
で
勧
誘
し

て
、
喫
茶
店
や
ホ
テ
ル
、
営
業
所
な

ど
に
呼
び
出
し
、長
時
間
拘
束
し
て
、

高
額
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
会
員
権
の

契
約
を
迫
る
手
口
の
悪
質
商
法
を
い

い
ま
す
。 

（
被
害
の
例
） 

　
「
海
外
旅
行
や
飲
食
店
の
利
用
が

安
く
な
る
」
「
宝
石
や
電
化
製
品
を

安
く
買
え
る
」
「
お
得
な
情
報
を
得

ら
れ
る
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
」
と
言
わ

れ
て
長
時
間
帰
ら
せ
て
も
ら
え
ず
、

契
約
を
し
た
と
こ
ろ
、
安
い
は
ず
の

宝
石
や
パ
ソ
コ
ン
が
市
価
よ
り
高
額

で
あ
っ
た
り
、
会
員
権
も
限
ら
れ
た

範
囲
で
し
か
利
用
で
き
な
か
っ
た
。

解
約
し
よ
う
と
し
て
も
一
切
応
じ
な
い
。 

●
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス 

　
駅
や
繁
華
街
の
路
上
で
通
行
人
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
と
い
っ
て
近

づ
き
、
喫
茶
店
や
ホ
テ
ル
、
営
業
所

な
ど
に
連
れ
て
い
き
、
数
人
の
販
売

員
で
取
り
囲
み
、
断
り
き
れ
ず
に
強

引
に
契
約
さ
せ
る
な
ど
の
手
口
の
悪

質
商
法
で
す
。 

（
被
害
の
例
） 

　
宝
石
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
美
顔
器
、

化
粧
品
、
絵
画
な
ど
高
額
な
商
品
を

契
約
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

被
害
を
ど
う
や
っ
て
防
ぐ
か 

　
知
ら
な
い
人
か
ら
親
し
げ
な
電
話

が
き
た
り
話
し
か
け
ら
れ
た
り
し
て

高
額
な
契
約
を
さ
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。 

　
知
ら
な
い
人
か
ら
の
呼
び
出
し
・

勧
誘
に
は
絶
対
に
応
じ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
相
手
に
し
な
い
こ
と

が
被
害
の
最
善
の
防
止
法
で
す
。 

　
万
が
一
呼
び
出
し
、
勧
誘
に
応
じ

て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
で
き
る
だ

け
早
く
立
ち
去
る
こ
と
で
す
。
長
時

間
あ
れ
こ
れ
と
説
明
さ
れ
る
と
ど
ん

ど
ん
帰
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
購
入

す
る
意
思
が
な
い
こ
と
を
明
確
に
何

度
も
繰
り
返
し
主
張
し
つ
づ
け
、
早

く
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。 

　
悪
質
業
者
の
発
言
、
行
動
、
説
明

書
、
契
約
書
な
ど
は
、
で
き
る
だ
け

証
拠
に
残
し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
心
の
ス
キ
を
み
せ
な
い
よ
う
に
、

毅
然
と
し
た
態
度
を
と
り
つ
づ
け
る

こ
と
で
す
。 

　
そ
れ
で
も
契
約
し
て
し
ま
っ
た
と

き
は
、
一
定
の
期
間
内
で
あ
れ
ば
無

条
件
解
約
が
で
き
ま
す
。
で
き
る
だ

け
早
く
（
で
き
れ
ば
契
約
し
た
そ
の

日
に
で
も
）
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、

ま
た
は
消
費
者
協
会
に
相
談
し
た
り
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
通
知
を
出
し
ま

し
ょ
う
。 

お
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
立
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
@
０１１
ñ
２１１
ñ
０
１
１
０

／
上
川
相
談
所
@
４９
ñ
４
０
８
９
／

東
川
消
費
者
協
会
@
８２
ñ
２
１
１
１

内
線
１２２ 

  

東
川
町
消
費
者
協
会 

悪
質
業
者
に
気
を
つ
け
て 

税
務
住
民
課
住
宅
下
水
道
係 

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集 

し
ま
す 

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係 

全
国
戦
没
者
追
悼
式
典
の
趣 

旨
の
理
解
と
黙
と
う
へ
の
参 

加
依
頼
に
つ
い
て 

企
画
総
務
課
総
務
係 

自
衛
隊
よ
り
自
衛
官
募
集
の 

お
知
ら
せ 

相談日　１０日（火） 
時　間　午後１時３０分～４時 
場　所　いきいきセンター内 
　　　　　　　　（社会福祉協議会） 
　　　　　　　　　　　  相談室 

行政の相談お受けします 
８月の定例相談 

第
一
部
　
講
演
「
お
ま
え
ら
は
俺
の
夢
だ
！
」 

第
二
部
　
対
話
「
義
家
先
生
と
語
ろ
う
」 

◎当日、定員になり次第締め切らせて 
　いただきますのであらかじめ 
　ご了承願います 
●問い合わせ先 
　旭川精神衛生協会（旭川保健所内） 
　旭川市７条通１０丁目第２庁舎２階 
　tel ２６-１１１１（内線２９５６または２９５７） 

入場無料（先着８００人） 

主催　旭川精神衛生協会 
後援　旭川市教育委員会・ＮＨＫ旭川放送局 
　　　北海道新聞旭川支社・朝日新聞旭川支局 
　　　読売新聞旭川支局・こども 冨 貴 堂  
　　　知里森舎旭川支部・旭川いのちの電話 

ＰＭ２：００～４：００ 

旭川市常磐公園内 

（開場ＰＭ１：３０） 

photo:市川靖雄（講談社刊「ヤンキー母校に生きる」カバーより） 

●3合目 
　（１，42０ｍ） 

　5合目 
（１，６６５ｍ） 

　　4合目● 
　（１，５５０ｍ） 

ロープウェー 
姿見駅 

至 旭岳 

夫
婦
池 

姿
見
の
池 

至 

裾
合
平 

ハ
イ
マ
ツ
帯 

●1合目 
　（１，２１０ｍ） 

　　　　2合目● 
　　　（１，31０ｍ） 

第２天女ケ原 

上部 
針広混交林 

ダケカンバ林 

旭岳石室 

第１天女ケ原 

針葉樹林帯 

旭岳温泉 

旭岳ビジターセンター 
ロープウェー駅 

旭
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

天女ヶ原湿原登山道マップ 
産業振興課観光係からお知らせ 

エゾオヤマリンドウ（リンドウ科） 
花色は青紫 
高さ２０～４０⁄ 

　登山口（１，１００ｍ）より
姿見の池（１，６７５ｍ）まで
約４‹。植生の移り変わり
や溶岩台地に発達した
高層湿原を観察できるコ
ースです。 
　天女ヶ原湿原ではゼン
テイカ、モウセンゴケなど
が見られ、アカエゾマツの
森では、コマドリ、ホシガラ
スなどいろいろな鳥たちの
声を聞くことができます。 

　旭岳ロープウェイは部品
交換のため７月１１日から１
カ月程度の予定で運休し
ております。 
　登山をされる方は天女ヶ
原湿原登山をご利用くださ
い。姿見の池までは約４‹、
２時間程度です。その他、
旭岳温泉周辺には、自然
探勝路も設けられています。
高山植物見本園をはじめ、
いろいろな野草が花を咲か
せるなかを気軽に散策でき
ます。 
　また、最近大雪山国立
公園地区での山岳事故が
多発しています。登山をさ
れる場合は必ず万全の装
備品を携行するとともに自
分の技術、体力に合わせ
たコースの選択をお願いし
ます。 



今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日
ご
案
内 

社
協
通
信 

社
会
福
祉
協
議
会 

温
か
い
善
意 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

上
川
保
健
所 

精
神
保
健
相
談
・
心
の
健
康 

相
談
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す 

北
海
道
道
民
相
談
セ
ン
タ
ー 

北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制
度 

の
ご
利
用
を 

旭
川
地
方
法
務
局 

い
じ
め
・
体
罰
追
放
強
化
月 

間
に
お
け
る
人
権
相
談
の
お 

知
ら
せ 

上
川
支
庁
商
工
労
働
観
光
課 

北
海
道
若
年
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
通
称:

ジ
ョ
ブ
・
カ
フ
ェ
）の
開
設 

に
つ
い
て 

８
月
１９
日 

山
　
口
　
佐
知
子 

大
雪
消
防
組
合
東
川
支
署 

各
消
防
団
員
表
彰
さ
れ
る 

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係 

在
宅
ケ
ア
推
進
講
演
会
が
開 

催
さ
れ
ま
し
た 

     

　
７
月
１
日
、
正
規
の
職
業
に
就
く

こ
と
を
希
望
し
て
い
る
フ
リ
ー
タ
ー

や
若
年
無
業
者
等
に
対
し
、
職
業
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
か
ら
適
職
へ
の
マ
ッ

チ
ン
グ
ま
で
の
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
総
合
的
に
行
う

ジ
ョ
ブ
・
カ
フ
ェ
が
札
幌
市
で
開
設

さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
開
設
に
あ
わ
せ
、
ジ
ョ
ブ
・

カ
フ
ェ
（
札
幌
市
）
に
来
所
で
き
な

い
若
年
者
の
た
め
、
テ
レ
ビ
電
話
で

ジ
ョ
ブ
・
カ
フ
ェ
に
待
機
し
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
ジ
ョ
ブ
・
カ
フ

ェ
旭
川
サ
テ
ラ
イ
ト
が
開
設
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　「
仕
事
の
探
し
方
が
わ
か
ら
な
い
」、

「
履
歴
書
な
ど
の
書
き
方
が
わ
か
ら

な
い
」
な
ど
就
職
に
つ
い
て
の
様
々

な
悩
み
や
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
職
業
相
談
は
、
原
則
予
約
制
で
電

話
ま
た
は
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
す
る
ほ
か
、
サ
テ

ラ
イ
ト
に
設
置
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
を

通
じ
て
予
約
が
で
き
ま
す
。 

　
な
お
、
空
き
時
間
に
は
予
約
が
無

く
て
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
サ
テ

ラ
イ
ト
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ア
ク
セ
ス

し
て
く
だ
さ
い
。 

〇
相
談
電
話
　
@
０
８
０
０
ñ
１００
ñ

４
５
１
０
（
無
料
）
も
し
く
は
@
０１１ñ

２０９
ñ
４
５
１
０ 

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ www.jobcafe-h.jp 

〇
サ
テ
ラ
イ
ト
Ｐ
Ｃ
（
ジ
ョ
ブ
カ
フ

ェ
と
接
続
し
て
利
用
予
約
） 

・
旭
川
サ
テ
ラ
イ
ト
設
置
場
所
　
旭

川
市
６
条
１０
丁
目
旭
川
市
役
所
第
３

庁
舎
１
階 

・
利
用
時
間
　
月
〜
金
　
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時 

      

　
上
川
保
健
所
で
は
心
の
悩
み
・
心

の
病
気
を
持
つ
方
の
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。 

〇
心
の
悩
み
に
つ
い
て 

・
人
と
会
わ
ず
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
。 

・
眠
れ
な
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
。 

・
子
ど
も
の
不
登
校
、
過
食
、
拒
食

が
心
配
。 

・
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
。 

〇
心
の
病
気
に
関
す
る
情
報
紹
介 

・
退
院
し
た
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
ど

う
し
た
ら
良
い
だ
ろ
う
。 

・
家
族
の
集
ま
り
、
支
援
グ
ル
ー
プ

の
紹
介
な
ど 

精
神
保
健
相
談
　
８
月
１１
日
π
午
後

１
時
〜
４
時 

精
神
科
医
師
が
面
接
し
て
相
談
を
受

け
ま
す
。
予
約
制
・
無
料
で
す
。 

〇
心
の
健
康
相
談
　
月
〜
金
曜
日

（
平
日
）
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

保
健
師
が
電
話
・
面
接
で
相
談
を
受

け
ま
す
。 

連
絡
先
　
北
海
道
上
川
保
健
福
祉
事

務
所
保
健
福
祉
部
（
北
海
道
上
川
保

健
所
）
子
ど
も
・
保
健
推
進
課
精
神

保
健
福
祉
係
　
@
４６
ñ
５
１
１
１
永

山
６
条
１９
丁
目
上
川
合
同
庁
舎
内 

      

　
道
の
仕
事
に
関
し
て
、
皆
さ
ん
か

ら
の
苦
情
（
ご
本
人
の
利
害
に
関
わ

る
苦
情
）
を
受
け
付
け
、
苦
情
審
査

委
員
が
中
立
的
な
立
場
か
ら
、
道
の

業
務
や
制
度
の
内
容
を
調
査
す
る
な

ど
、
苦
情
の
解
決
に
向
け
て
迅
速
に

処
理
し
ま
す
。
な
お
、
個
人
情
報
の

配
慮
に
は
充
分
配
慮
し
ま
す
。 

〇
苦
情
の
担
当
窓
口
は
、道
庁
の「
道

民
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
ほ
か
各
支
庁

に
あ
る
「
道
民
相
談
室
」
で
す
。 

〇
制
度
の
概
要
と
苦
情
申
立
書
を
セ

ッ
ト
に
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
の
で
、郵
送
希
望
さ
れ
る
方
は
、

下
記
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

北
海
道
総
務
部
総
務
課
道
民
相
談
セ

ン
タ
ー
（
道
庁
１
階
）
〒
０６０
ñ
８
５

８
８
　
札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６

丁
目
　
@
０１１
ñ
２３１
ñ
４
１
１
１ 

       

　
旭
川
地
方
法
務
局
お
よ
び
旭
川
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
８
月
１

日
か
ら
８
月
３１
日
ま
で
の
１
カ
月
間

を「
い
じ
め
・
体
罰
追
放
強
調
月
間
」

と
定
め
、
い
じ
め
等
の
根
絶
に
向
け

て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
強
調
月
間
に
お
け
る
活

動
の
一
環
と
し
て
、
「
い
じ
め
・
体

罰
１１０番
」
を
設
置
し
、
い
じ
め
等
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談

料
は
無
料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

●
い
じ
め
・
体
罰
１１０
番
相
談
先 

旭
川
市
花
咲
町
４
丁
目
（
旭
川
地
方

法
務
局
人
権
擁
護
課
内
　
@
５３
ñ
７

８
３
８ 

          
　
６
月
１４
日
か
ら
７
月
１５日
ま
で
に
社

会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
方
は
、次
の
と
お
り
で
す
。 

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》 

北
町
３
丁
目
　
深
谷
　
征
男
　
様 

東
町
１
丁
目
　
草
開
　
秀
子
　
様 

５
　
南
　
区
　
高
井
　
邦
正
　
様 

東
町
３
丁
目
　
藤
田
　
も
と
　
様 

６
　
東
　
区
　
山
本
　
　
薫
　
様 

東
　
倉
　
沼
　
山
田
　
邦
雄
　
様 

北
町
２
丁
目
　
渡
辺
　
吉
雄
　
様 

西
町
１
丁
目
　
三
府
　
武
子
　
様 

東
町
２
丁
目
　
梶
田
　
弘
治
　
様 

  

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
困
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
相
談
日
を
設
け
て
毎
月

第
３
木
曜
日
午
後
１
時
３０
分
か
ら
午

後
４
時
ま
で
社
協
相
談
室
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
と

相
談
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

       

　
７
月
５
日
上
川
中
央
分
会
消
防
訓

練
大
会
（
上
川
町
）
に
お
い
て
次
の

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

・
北
海
道
消
防
協
会
上
川
地
方
支
部

上
川
地
区
消
防
団
長
会
感
謝
状 

上
村
栄
一
氏
（
元
団
長
） 

・
北
海
道
消
防
協
会
上
川
地
方
支
部

長
表
彰
「
功
労
賞
」 

松
林
直
樹
（
分
団
長
） 

・
上
川
地
区
消
防
団
長
会
会
長
表
彰

「
勤
続
表
彰
」 

岡
村
康
博
（
部
長
） 

向
　
政
博
（
部
長
） 

瀧
本
雅
博
（
元
部
長
） 

「
感
謝
状
」 

長
縄
惠
光
（
連
合
後
援
会
長
） 

三
井
　
茂
（
第
四
後
援
会
長
） 

      

　
去
る
６
月
２１
日
に
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
在
宅
ケ
ア
推
進
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
医

療
大
学
の
石
川
秀
也
教
授
を
招
き
、

「
権
利
擁
護
の
し
く
み
ñ
痴
呆
に
な

っ
た
ら
ど
う
す
る
の
？
ñ
」と
題
し
、

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
一
般
町
民
・
旭
川
福
祉
専
門
学
校
・

福
祉
関
連
の
事
業
所
等
の
方
々
１００
名

を
超
え
る
参
加
の
な
か
、
事
例
を
用

い
た
成
年
後
見
人
制
度
や
地
域
福
祉

に
つ
い
て
な
ど
明
る
く
わ
か
り
や
す

い
講
演
に
、
参
加
者
の
う
な
づ
き
も

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

鷹
栖
町 

●
鷹
栖
熱
夏
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
４ 

と
　
き
　
８
月
７
日
º
、
８
∂ 

と
こ
ろ
　
た
か
す
熱
夏
フ
ェ
ス
タ
２

０
０
４
特
設
会
場
（
鷹
栖
町
南
２
条

４
丁
目
） 

内
　
容
　
燃
え
上
が
る
よ
う
な
夏
の

暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
気
で
多
く
の

人
た
ち
が
と
も
に
つ
く
り
上
げ
、
盛

り
上
げ
て
い
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
会

場
に
は
屋
台
が
並
び
、
歌
謡
シ
ョ
ー

や
ポ
ニ
ー
ば
ん
馬
、
行
灯
の
練
り
歩

き
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。 

〈
詳
細
〉
た
か
す
熱
夏
フ
ェ
ス
タ
２

０
０
４
実
行
委
員
会
　
鷹
栖
町
企
画

課
商
工
地
域
振
興
係 

@
８７
ñ
２
１
１
１ 

 

美
瑛
町 

●
丘
の
ま
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

と
　
き
　
８
月
２１
日
º 

と
こ
ろ
　
Ｊ
Ｒ
美
瑛
駅
前 

内
　
容
　
仮
装
盆
踊
り
な
ど
が
行
わ

れ
る
ど
か
ん
と
ま
つ
り
や
農
業
ま
つ

り
が
開
催 

〈
詳
細
〉
丘
の
ま
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
行
委
員
会 

@
９２
ñ
３
３
３
３ 

 

上
川
町 

●
第
２７
回
ふ
る
里
ま
つ
り 

と
　
き
　
８
月
２１
日
º
、８
月
２２
日
∂ 

と
こ
ろ
　
上
川
町
南
町
公
園 

内
　
容
　
お
も
ち
の
試
食
会
や
特
産

品
の
催
し
、
綱
引
き
や
ム
カ
デ
競
争

な
ど
の
ゲ
ー
ム
、
カ
ン
ト
リ
ー
パ
レ

ー
ド
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｔ

Ｖ
２４
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
に
協

賛
し
た
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

な
ど
も
あ
り
ま
す
。 

〈
詳
細
〉
上
川
町
商
工
会 

@
０
１
６
５
８
ñ
２
ñ
３
１
１
１ 

カ
ム
イ
ミ
ン
タ
ラ
ン
ド
へ
よ
う
こ
そ 

と
な
り
ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
情
報 

 
 
　「写真の町の子どもたち展」が７月６日から２２日
まで東川町文化ギャラリーで開催され、盛況のうち
に終了しました。 
１９８５年に町が「写真の町」を宣言して今年２０年
の節目を迎えますが、写真の町の応援組織である「ひ

がしかわ写真の町倶楽部（会長　庄司毅氏）」が
２０年の記念事業として企画、制作し、会員のプロ
写真家が幼児センターをはじめとする各学校を訪れ、
町内の子ども達８１２名の活き活きとした表情を撮
影した写真展です。 
　７月６日のオープニングセレモニーには招待され
た子ども達など多くの人が集まりプリントの贈呈式

やくす玉割りなどが行われました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文化ギャラリーでは７月３０日～９月８日まで東川賞
受賞作家作品展を開催しています。 
　今年の東川賞は写真を通して人間の欲望の正
体を見極めようと試みるアントワーヌダガタ氏、いけ
ばな作家として世界的に著名で概念にとらわれな
い作品を発表しつづける中川幸夫氏、サンフラン
シスコのホテルに暮らす人々の生活模様を軽快な
色表現と柔軟なまなざしで写真にとらえた藤部明
子氏、そして海に棲む不思議な生き物たちを追い
つづける倉沢栄一氏の４名の作家の作品を展示
します。ぜひご覧ください。 

「写真の町の子どもたち展」盛況のうち終了 

東川賞受賞作家作品展開催中！！ 

ひがしかわ写真の町倶楽部って？ 
　写真を通じて東川町を応援していただいている組織で、写真愛
好家やプロカメラマン、個人や法人で応援される人など町内外含
め現在６０余名（法人含む）の会員が加盟する団体です。 
　過去には、町のお年寄りを撮影した、「シルバーエイジ写真展」
や町内の達人と呼ばれるる人 を々クローズアップし被写体にした「写
真の町達人写真展」などを企画・運営するなどして、写真の町ひ
がしかわ町を後ろから支えてくれている会です。 



お問い合わせ●保健福祉課保健指導係 

【8月分】 
  ６日¤　もぐもぐ教室 申込制 …１３：００～１４：００ 

　　　　 乳幼児健診…………１３：３０～１４：３０ 
（通知者以外は１４：３０～） 

１０日ÿ　リハビリ教室…………１１：００～１４：３０ 

１９日⁄　乳幼児予防接種 

　　　　 三種混合　　　　  １３：４５～１４：１５ 
　　　　 麻しん　　　　　　１４：４５～１５：００ 
　　　　 風しん　　　　　　１５：３０～１５：４５ 
２０日¤　リハビリ教室（理学療法士による指導）予約制 

２３日◊　子育て相談 予約制 

２４日ÿ　リハビリ教室…………１１：００～１４：３０ 

２６日⁄～９月１日Ÿ 成人病検診 ９：００～１１：３０ 

 
 
〈地域子育て支援センター〉 
〈親子遊びの体験教室〉予約制 

  ６日¤　テーマ「七夕かざり」…１０：００～１１：３０ 

２７日¤　テーマ「小麦粉粘土」…１０：００～１１：３０ 

〈遊びの広場〉（毎週月・火・水曜日プレイルーム開放）…９：００～１２：００ 
２日∑・３日∏・４日π・９日∑・１０日∏・１１日π・１７日∏・
１８日π・２３日∑・２４日∏・２５日π 
３０日∑・３１日∏　※１６日∑はお休みとなります。 

※会場は幼児センターです！ 
申込み・お問い合わせ　東川町地域子育て支援センター　@８２－５１００ 

【9月分】 
  １日Ÿ 成人病検診 
  ２日⁄ 栄養教室（応用編） 
  ３日¤ 乳幼児健診 
　　　  ごっくん教室 
  ７日ÿ リハビリ教室 
  ９日⁄ 元気っ子クッキング 
　　　  乳幼児予防接種 
１４日ÿ 乳幼児ツベルクリン反応検査 

 
１６日⁄ はつらつ料理教室 
　　　  ツ反判定・ＢＣＧ 
２２日Ÿ １歳６カ月児健診 
２８日ÿ リハビリ教室 
２９日Ÿ 子育て相談 
３０日⁄ 栄養教室（基礎編） 
　　　  親子ふれあい教室 

実 施 日　8月26日∫～9月1日πの5日間（受診日ごとに地
区割りしますので、受診案内をよくご覧ください。
受診票は、各行政区の主婦の会委員より8月中
旬頃配布されます。） 

対 象 者　35歳以上の町民（今年度35歳になる方も対象
になります） 

会　　場　保健福祉センター 
受付時間　午前9時～11時30分 
料　　金　500円 
検査内容　血液検査・尿検査・身長・体重・体脂肪測定・問診・

血圧測定・診察・心電図 
そ の 他 
・厚生労働省の指針により、平成14年度から5年間の予定
で、Ｃ型肝炎ウイルスの検査を実施します。 
・Ｃ型肝炎ウイルス検査の対象者については、節目の年齢
の方（40～70歳までの5歳刻みの方）、過去に肝機能の
異常を指摘されたことのある方等で、この他の対象者に
ついては、受診票の封筒に記載していますので、よくご覧
ください。 
・26日∫に結核・肺がん検診を追加で行います。 
　まだ検診を受けられていない方は、直接保健福祉センタ
ーへお越しください。（午前9時～11時30分） 
・転入等で受診票が配布されていない方でも、対象であれ
ば受診できますので、保健福祉センターへお越しください。 

　65歳～69歳までのひとり暮らし・老人夫婦等の老人を対
象に老人保健と同様の負担（1割）により医療を受けられる
老人医療給付特別対策事業（道老）の対象年齢について、
北海道の医療給付制度の改正に伴い、「65歳以上70歳未満」
から「昭和14年7月31日以前に生まれた者」に改正にな
ります。 
　新制度は8月1日からの施行となり、平成16年8月1日以降
に65歳になる方については新しい制度の対象者となります
のでお知らせいたします。 

　親子で楽しく参加できる講座を予定しています。一緒に
歌ったり、踊ったり楽器を使ったり楽しみませんか？ 
対　　象　家庭にいる親子ならどなたでも 
日　　時　8月19日∫午前10時～11時30分 
内　　容　親子音楽あそび 
講　　師　元カワイ音楽教室講師　大矢 千晶先生 
場　　所　子育て支援センタープレイルーム 
参加人数　10組～15組 予約制 
　　　　　（8月9日から受付をしますが先着順となります。） 
申込み・お問い合わせ　東川町地域子育て支援センター（@
82－5100） 

　
欧
米
で
非
常
に
多
く
、実
際
に
男
性
が
ん
死
亡
者
数
の
上
位
を
占
め
て
い

る
の
が
前
立
腺
が
ん
で
す
。そ
の
た
め
早
期
発
見・早
期
治
療
の
た
め
の
検
診

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、そ
の
成
果
は
死
亡
減
少
効
果
に
現
れ
て
き
て
い
ま

す
。 

　
日
本
人
は
前
立
腺
が
ん
に
か
か
り
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、こ
こ

３０
年
で
死
亡
者
数
は
実
に
８
倍
以
上
に
も
増
加
し
て
い
ま
す
。そ
の
理
由
と

し
て
食
生
活
の
欧
米
化
、社
会
の
高
齢
化
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、検

診
で
早
期
発
見
し
、早
期
治
療
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、完
治
す
る
割
合
も
高

ちょっと気になる？ 前立腺 

～自覚症状が出る前に～ 

前
立
腺
と
は
？ 

　
前
立
腺
は
、
男
性
に
特
有
の
生
殖

器
の
ひ
と
つ
で
す
。
通
常
は
ク
ル
ミ

大
で
、
重
さ
が
１５
グ
ラ
ム
の
小
さ
な

臓
器
で
す
。
場
所
は
膀
胱
の
下
方
、

直
腸
の
前
方
に
あ
り
、
尿
の
通
り
道

で
あ
る
尿
道
の
周
り
を
取
り
囲
ん
で

い
ま
す
。 

　
５０
歳
を
過
ぎ
る
と
前
立
腺
の
病
気

が
増
加
し
て
き
ま
す
が
、
そ
の
主
な

も
の
は
、
前
立
腺
肥
大
症
と
前
立
腺

が
ん
で
す
。 

 

こ
ん
な
症
状
は
危
険
信
号 

　
前
立
腺
が
ん
は
、
前
立
腺
の
尿
道

か
ら
遠
い
部
位
に
発
生
す
る
こ
と
が

多
く
、
が
ん
の
発
生
初
期
に
は
自
覚

症
状
が
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
が
ん
が
成
長
す
る
と
前
立
腺

肥
大
症
と
同
じ
よ
う
に
尿
道
を
ふ
さ

い
で
し
ま
い
、
次
の
よ
う
な
症
状
が

で
は
じ
め
ま
す
。 

・
尿
が
出
に
く
い
。 

・
少
し
ず
つ
尿
が
で
て
時
間
が
か
か
る
。 

・
夜
間
に
排
尿
す
る
回
数
が
増
え
る
。 

・
排
尿
し
て
も
、
尿
が
残
っ
て
い
る

よ
う
な
感
じ
が
あ
る(

残
尿
感)

。 

・
腹
部
が
は
る
。 

・
血
尿
が
で
る
。 

・
精
液
が
赤
い
。 

 

自
覚
症
状
が
で
る
前
に 

　
前
立
腺
が
ん
も
前
立
腺
肥
大
症
も
、

５０
歳
を
こ
え
る
と
そ
の
病
気
に
か
か

る
危
険
性
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
前

立
腺
肥
大
症
は
病
気
の
初
期
か
ら
自

覚
症
状
が
で
ま
す
が
、
前
立
腺
が
ん

は
早
い
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
で
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
残
尿
感
な
ど
の

症
状
が
で
た
ら
、
が
ん
が
成
長
し
て

い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
ぐ
に
前
立

腺
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

 

前
立
腺
が
ん
を
予
防
す
る
に
は 

○
食
生
活
に
気
を
つ
け
よ
う 

　
前
立
腺
が
ん
の
明
確
な
原
因
は
ま

だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
食
生
活

の
欧
米
化
が
ひ
と
つ
の
要
因
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
肉
類
や

乳
製
品
を
控
え
て
動
物
性
脂
肪
の
摂

取
を
減
ら
し
、
緑
黄
色
野
菜
を
中
心

に
野
菜
を
積
極
的
に
摂
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

○
５０
歳
に
な
っ
た
ら
検
診
で
予
防
を 

　
発
生
し
て
も
進
行
が
遅
く
、
初
期

に
は
自
覚
症
状
が
な
い
の
が
前
立
腺

が
ん
で
す
。
ま
た
、
４０
歳
前
に
は
ほ

と
ん
ど
発
生
し
ま
せ
ん
が
、
５０
歳
を

過
ぎ
る
と
加
齢
と
と
も
に
発
生
す
る

確
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
５０
歳

に
な
っ
た
ら
、
定
期
的
に
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
予
防
策
の
ひ
と
つ
と
い

え
ま
す
。 

 

気
に
な
る
検
診
の
内
容 

　
お
も
に
血
液
検
査
、
直
腸
指
診
、

超
音
波
検
査
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。 

血
液
検
査
…
前
立
腺
が
ん
に
か
か
る

と
、
前
立
腺
か
ら
分
泌
さ
れ
て
い
る

Ｐ
Ｓ
Ａ(
前
立
腺
特
異
抗
原)

と
い
う

物
質
の
量
が
急
速
に
増
加
し
、
血
液

中
に
流
れ
だ
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

採
血
し
て
Ｐ
Ｓ
Ａ
の
量
を
測
定
す
る

こ
と
で
か
な
り
の
確
率
で
が
ん
を
見

つ
け
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

直
腸
指
診
…
肛
門
か
ら
指
を
入
れ
て
、

直
腸
に
接
し
て
い
る
前
立
腺
に
ふ
れ

て
み
る
こ
と
で
、
が
ん
の
有
無
を
調

べ
る
も
の
で
す
。 

超
音
波
検
査
…
こ
の
検
査
は
肛
門
か

ら
器
具
を
入
れ
て
行
い
ま
す
。
超
音

波
に
よ
る
画
像
で
、
前
立
腺
内
部
の

様
子
ま
で
調
べ
ら
れ
ま
す
。 

　
実
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
血
液

検
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。 

　
前
立
腺
が
ん
の
患
者
が
急
激
に
増

加
し
た
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
検

査
法
の
発
達
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
検
査
に
よ
り
他
の
が
ん
に
比
べ
て

早
期
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
自
覚
症
状
が
出
た
と
き

に
は
、
か
な
り
進
行
し
て
い
る
場
合

が
多
い
の
で
、
５０
歳
に
な
っ
た
ら
ぜ

ひ
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

  

前立腺がんによる死亡者数の年次推移（厚生労働省「人口動態統計」） 

前立腺は男性だけにある臓器です 

０ １９６０ ２０００ （年） １９９５ １９９０ １９８５ １９８０ １９７５ １９７０ １９６５ 

８，０００ 
（人） 

７，０００ 

６，０００ 

５，０００ 

４，０００ 

３，０００ 

２，０００ 

１，０００ 

15.6倍に 

　前立腺は男性だけに
ある臓器で、膀胱の下で
尿道をとりかこむように存
在しています。直径は３
～４センチメートルほどで、
ちょうど果物の皮と実
のような構造をしており、
精液の一部がここで
製造されています。 

膀胱 

尿道 

前立腺 

ぼう  こう 

ぼう  こう 



東川町立東川小学校校長 

奥山　富雄 

奥山富雄　おくやまとみお 
東川町立東川小学校校長 
名寄市知恵文で生まれる。 
家庭では大学生と社会人の子をも
つ2児の父。子どもを喜ばせるた
めにはじめた昆虫採集であったが
、いつしか自分が魅入られ、現在
も蒐集を続ける。他に山野草の栽
培などにも愛情を注ぐなど多様な
趣味を持ち、いまだ好奇心旺盛な
校長先生 

　
私
は
昭
和
22
年
に
名
寄
市
の
農
家
に
、

８
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

小
学
校
時
代
は
た
い
へ
ん
な
恥
ず
か
し
が

り
屋
で
虚
弱
体
質
、元
気
に
育
つ
か
と
両

親
は
と
て
も
心
配
し
た
そ
う
で
す
。小
学

校
時
代
の
記
憶
は
ほ
と
ん
ど
な
い
け
れ
ど
、

か
ば
ん
を
忘
れ
て
登
校
し
て
叱
ら
れ
た
り
、

泣
き
虫
で
い
つ
も
め
そ
め
そ
し
て
い
た
弱

い
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。中
学
校
時
代

は
、農
作
業
を
手
伝
わ
さ
れ
る
の
が
嫌
で
、

学
校
か
ら
帰
る
と
真
っ
先
に
釣
り
竿
を
持

っ
て
川
に
行
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
さ
て
、私
の
少
年
時
代
は
さ
て
お
い
て
、

私
自
身
の
育
ち
と
、２
人
の
子
の
親
と
し

て
の
行
い
を
振
り
返
り
な
が
ら
、話
を
進
め

ま
す
。 

　
あ
い
さ
つ
の
ス
ス
メ 

　
東
川
小
学
校
で
は「
明
る
く
元
気
な
あ

い
さ
つ
」を
今
年
の
目
標
の一つ
に
し
て
い

ま
す
。今
月
か
ら
、児
童
会
の
子
ど
も
た
ち

が
中
心
に
な
っ
て「
朝
、登
校
し
た
ら
、５

人
以
上
の
人
と
握
手
を
し
な
が
ら
元
気
に

あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
」と
い
う
具
体
的
な
作

戦
に
で
ま
し
た
。そ
れ
以
来
、朝
、出
会
っ

た
と
き
に
握
手
を
求
め
て
に
こ
や
か
に
寄

っ
て
き
て
く
れ
る
子
が
増
え
ま
し
た
。つ
い

で
に
ひ
と
言
ふ
た
言
、お
話
を
し
ま
す
。「
あ

い
さ
つ
は
人
間
関
係
の
第
一歩
」と
い
い
ま

す
が
、全
く
そ
の
通
り
と
感
じ
る
ひ
と
と

き
で
す
。お
か
げ
で
、そ
の
日
一
日
を
明
る

く
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
す
。 

　
書
物
で
読
む
と
、人
以
外
で
あ
い
さ
つ
を

交
わ
す
動
物
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
だ
け
だ
そ
う

で
す
ね
。チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
握
手
や
お
辞
儀
、

お
互
い
に
口
づ
け
も
す
る
と
あ
り
ま
し
た
。 

　
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
負
け
る
こ
と
な
く
、き

ち
ん
と
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
人
に
育
つ
よ
う
、

家
庭
で
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
し
つ
け
が
大

切
で
す
。私
も
小
さ
い
こ
ろ
の
気
弱
さ
が

影
響
し
て
、あ
い
さ
つ
は
上
手
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、努
力
し
て
い
る
毎
日
で
す
。 

　
家
訓
の
ス
ス
メ 

　「
嘘
は
つ
か
な
い
」「
弱
い
も
の
の
見
方

を
す
る
」「
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
」 

　
私
が
親
か
ら
よ
く
言
わ
れ
た
の
は
、こ
の

三
つ
で
し
た
。家
訓
で
は
な
か
っ
た
で
す
が
、

大
切
な
こ
と
と
し
て
教
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
思
う
と
、人
と
し
て
あ
る
た
め
に
大
切
な

点
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
が
で
き
な
い
と「
人

と
し
て
の
恥
」。「
嘘
を
つ
く
の
は
人
と
し

て
恥
ず
か
し
い
こ
と
」「
弱
い
も
の
の
立
場

で
考
え
て
や
れ
な
い
の
は
人
と
し
て
恥
」「
人

に
迷
惑
を
か
け
て
平
気
な
よ
う
で
は
人
で

は
な
い
」な
ど
と
よ
く
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
し
か
し
、私
は
何
度
も
こ
の
約
束
を
守

る
こ
と
が
で
き
ず
、そ
の
た
び
に
心
配
そ
う

な
親
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。 

　
社
会
に
は
守
る
べ
き
規
則
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
に
も
家
訓
が
あ
っ
て
、こ
れ
を
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
徹
底
す
る
と
、自
己
を
統
制
す

る
心
や
我
慢
す
る
気
持
ち
が
育
ち
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
、我
が
家
の
家
訓
、約

束
事
が
あ
っ
て
、機
会
あ
る
ご
と
に
行
い
を

反
省
す
る
こ
と
は
、家
族
の
絆
を
強
め
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
自
己
決
定
の
ス
ス
メ 

　
私
は
、カ
ツ
丼
と
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、ど
ち

ら
を
食
べ
た
い
か
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

　
私
の
少
年
時
代
は
大
家
族
で
あ
り
、食
べ

物
の
希
望
な
ど一度
も
聞
か
れ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
、い
つ
も
与
え
ら
れ
た

も
の
を
与
え
ら
れ
た
量
だ
け
食
べ
る
習
慣

と
な
り
ま
し
た
。年
ご
ろ
に
な
っ
て
、仲
間

と
食
事
す
る
際
、「
何
に
す
る
？
」と
聞
か

れ
て
も
、結
局
は
何
で
も
い
い
と
い
う
の
が 

     

私
の
結
論
で
し
た
。 

　
今
は
、自
己
主
張
が
強
す
ぎ
て
ト
ラ
ブ
ル

に
な
り
そ
う
な
子
ど
も
と
、全
く
自
己
決

定
で
き
な
い
子
の
両
極
端
の
よ
う
に
見
え

ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
、子
ど
も
の
考

え
で
決
め
さ
せ
、不
十
分
な
が
ら
も
実
行

さ
せ
る
こ
と
。こ
の
こ
と
で
子
ど
も
に
自

分
で
決
め
る
力
が
身
に
つ
き
、自
立
す
る
力

が
身
に
つ
い
て
い
き
ま
す
。 

　
今
の
子
ど
も
た
ち
が
、将
来
大
人
に
な
っ

た
と
き
、社
会
の
た
め
に
が
ん
ば
る
人
と
な

る
よ
う
願
っ
て
、３
つ
の「
ス
ス
メ
」を
書
き

ま
し
た
。 

「
三
つ
の
お
す
す
め
」 

（
あ
い
さ
つ・家
訓・自
己
決
定
） 

OKUYAMA TOMIO



　平成１６年３月３１日まで、当該児童に係る児童手当等を受給していた保護者の方は、特段の手続き
は必要ありません。（児童手当等は４月以降も引き続き支給されます。） 
　上記に該当しない保護者の方で、受給資格がある場合は、認定請求が必要になります。（下記参照）。 
 
 
 
 
　現在、児童手当等を受給していない保護者の方は認定請求、現在すでに就学前児童について児童
手当等を受給されている保護者の方は額改定認定請求が必要となります。なお、請求書のほか、認定
に必要な添付書類は、 
・健康保険被保険者証の写し等（請求者が厚生年金加入者等の場合） 
・所得証明書（東川町に平成１６年１月１日現在で住所がなかった場合） 
などとなっています。 
※所得が一定額以上の場合、児童手当等が支給されない場合があります。 
以上、詳しくは保健福祉課社会福祉係（公務員は勤務先）にお問い合わせください。 
（@82－2111　内線501・502） 

平成16年度小学校2・3年生の児童等の保護者の皆様 
（平成7年4月2日生まれ～平成9年4月1日生まれ） 

平成16年度小学校入学児童等の保護者の皆様 
（平成9年4月2日生まれ～平成10年4月1日生まれ） 

　平成16年4月1日から、児童手当制度が拡充されました。 
　支給対象年齢が、現在の義務教育就学前（6歳到達後最初の年度末）までから、小学校第3学
年修了前（9歳到達後最初の年度末）までに拡大されます。 
　新たに、児童手当等を受けようとされる児童の保護者の皆様については、保健福祉課窓口（公
務員の方は勤務先）で、認定請求等の手続きが必要となります。 
　なお、改正にともなう新規請求等は、法施行日より、平成16年9月30日まで受け付けたもの
に限り、特例的に4月1日（または支給要件に該当した日）にさかのぼって支給されます。 

ひ
が
し
か
わ
っ
子
の
作
品
が
教
科
書
に
掲

載
。
出
版
会
社
よ
り
感
謝
状
を
受
け
る
。 

 

　
東
川
小
学
校
４
年
生
の
照
井
智
生
瑠

ち
ゃ
ん
の
版
画
作
品
が
東
京
書
籍
社
平

成
１７年
度
用
教
科
書
に
載
る
こ
と
に
な
り

出
版
社
よ
り
感
謝
状
を
受
け
取
り
ま
し

た
。 

　
「
新
編
新
し
い
図
画
工
作
」
と
い
う

図
工
の
教
科
書
の
、ぬ
り
え
や
、
切
り
絵

な
ど
で
つ
く
っ
た
顔
を
一
同
に
な
ら
べ

て
い
ろ
い
ろ
な
表
現
方
法
で
作
っ
た
顔

を
紹
介
す
る
「
か
お
・
カ
オ
・
顔
」
と

い
う
ペ
ー
ジ
の
中
で
、
元
気
あ
ふ
れ
る

智
生
瑠
ち
ゃ
ん
自
身
の
顔
が
、
紙
版
画

で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
担
任
の
清
杉
先
生
が
、
作
品
か
ら
あ

ふ
れ
る
力
強
さ
を
感
じ
北
海
道
教
育
美

術
展
と
い
う
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
し
た

と
こ
ろ
奨
励
賞
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
教
科
書
掲
載
に
な
っ
た

そ
う
で
、
好
き
な
科
目
は
や
っ
ぱ
り
図

工
と
い
う
智
生
瑠
ち
ゃ
ん
は「
び
っ
く
り

し
た
け
ど
と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」

と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
笑
顔
で
答
え
、
こ

れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
物
を
つ
く
っ
て

み
た
い
と
、
明
る
く
抱
負
を
述
べ
て
く

れ
ま
し
た
。 

 

ち

お

る

 

写真左から清杉先生、智生瑠ちゃんと姉の 
倭王璃ちゃん 

ち お る  

い お り  



深
谷
　
征
男 

山
本
　
　 

高
井
　
　
正 

山
田
　
　
雄 

梶
田
　
弘
治 

渡
邊
　
　
雄 

松
岡
　
夏
枝 

このコーナーでは、山岳ガイド、旭岳ビジタ
ーセンター、自然解説員など旭岳で活躍する
人たちをリレーして、季節とともに変化する
旭岳の旬のお便りをお届けします。 
　高山植物、紅葉、雪、動物など、「自然の
大博物館」と言われる大雪山の素顔が見えて
くることでしょう。 

だいせつざんのすがお 

短
歌 

俳
句 

追
わ
れ
た
る
ひ
と
日
歌
読
む
暇
も
な
く
ハ
ウ
ス
の
中
に
出
た
り
入
っ
た
り 

老
い
ゆ
く
を
止
め
る
術
無
し
じ
ゃ
が
い
も
の
生
長
止
め
ん
と
芽
を
む
し
り
を
り 

石
北
の
峠
に
近
き
笹
薮
に
今
日
も
見
え
た
よ
痩
き
た
狐 

訪
ね
来
し
友
の
言
葉
の
少
な
き
を
い
た
わ
り
と
し
て
対
ひ
て
ゐ
た
り 

万
象
の
萌
え
盛
る
季
六
月
に
わ
た
し
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
パ
ワ
ー
を
も
ら
う 

小
三
の
孫
憎
ら
し
い
程
弁
が
立
つ
わ
が
年
忘
れ
受
け
返
し
を
り 

さ
庭
辺
に
今
を
盛
り
の
鉄
線
花
味
わ
い
深
く
見
と
れ
て
を
り
ぬ 

農
業
を
継
ぐ
子
無
け
れ
ば
他
の
若
者
に
全
て
託
し
て
安
ら
ぎ
て
を
り 

音
も
な
く
し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
落
ち
る
砂
わ
た
し
の
残
生
計
ら
れ
て
い
る 

灰
色
の
空
に
へ
び
か
と
思
わ
す
る
不
気
味
な
雲
の
流
れ
る
を
見
る 

な
ぞ
り
つ
つ
思
い
出
せ
な
い
文
字
ひ
と
つ
良
き
も
悪
し
き
も
日
々
に
失
せ
ゆ
く 

蕗
の
葉
に
ま
い
ま
い
つ
ぶ
り
か
た
つ
む
り
角
だ
せ
槍
だ
せ
や
め
て
は
な
ら
ぬ 

春
う
ら
ら
山
の
起
伏
を
眺
め
つ
つ
バ
ス
は
行
く
ゆ
く
あ
の
知
床
へ 

 

明
日
に
は
色
よ
く
あ
れ
と
茄
子
漬
け
る 

侘
住
い
ビ
ー
ル
の
友
は
焼
な
す
び 

無
人
市
初
茄
子
求
む
初
老
か
な 

茄
子
紺
の
浴
衣
美
人
や
風
や
さ
し 

肌
脱
ぎ
し
恋
ふ
る
色
の
定
年
期 

夏
な
れ
や
浮
き
雲
こ
こ
ろ
を
空
に
す
る 

躍
動
に
古
希
を
あ
づ
け
て
ソ
ー
ラ
ン
祭 

息
つ
め
て
線
香
花
火
を
君
と
み
る 

船
灯
ゆ
れ
て
故
郷
の
花
火
の
夜 

一
瞬
の
恋
か
も
知
れ
ぬ
大
花
火 

背
丈
貧
乏
花
火
の
傘
に
紛
れ
け
り 

那

須

喜

美

 

松

倉

和

子

 

笹
　
田
　
冨
士
子 

瓜

生

昭

枝

 

矢
　
沢
　
ま
す
え 

三

島

一

世

 

岩
　
田
　
ふ
じ
え 

岡
　
澤
　
チ
ズ
子 

宮

坂

敬

子

 

清

水

チ

ヨ

 

中

田

治

子

 

井

山

一

文

 

尾
　
池
　
真
沙
子 

 

石

川

ヤ

エ

 

山
　
口
　
佐
知
子 

杉

山

り

つ

 

松

山

蓉

子

 

青

野

公

花

 

石

澤

清

宏

 

杉
山 

ひ
ろ
の
り 

澤
　
田
　
久
美
子 

小

林

露

葉

 

秋

山

深

雪

 

宮

坂

紫

雲

 
あ
し
た 

な
　
す 

も
　 

の 

ゆ
か
た 

か
ら 

ふ
な
あ
か
り 

せ
た
け
ぴ
ん
ぽ
う 
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日本中に大ブームをまき起
こした大人気韓国ドラマ『冬
のソナタ』の小説版が入
荷しました。ヒロインのユジ
ンが婚約パーティに向かう
途中、高校時代の初恋の
相手・チュンサンにそっくり
な人が現れる。彼は亡くな
ったはずなのに？小説では
心の奥底の微妙な動きが

分かりやすく、また楽しめます。愛のかたちには色々
あるが、こんな結末が待っているとは…。 

 

�®�•�|�X�œ �w�^�œ�†�¯ �ª�†�Š�« ��
作・絵：いとうひろし／刊：すずき出版 

へびくんがおさんぽをしていると、
みちのまんなかに水たまり。「こん
なのへっちゃらさ」と体をぐーんと
のばし、あたまをむこう岸へ。そ
して後からやってきた小さな虫や
トカゲ、ねずみをわたらせてあげ
ました。「もうわたるひとはいませ
んか？」すると今度は大きな犬や

ライオン、ゾウまでが、どかどか・どすどす・どしんどしんと
やってきて…。 

�®�Å �å�Q �‹�œ�~�w�|� �w	è
ú
$���~���¬
$���~�•�‹
$���¯ �ª�Ï�Ã�¦�~�­�F�« ��
ポニーキャニオン 

�®�å�µ�Ä�±�Ü�å� �¯ �ª �%�7�%�~�é�h�«��
ワーナー・ホームビデオ 

かつて南北戦争で名誉と国のために命を
賭けて戦い、英雄と称されたオールグレン。
しかし、戦後の利己主義が蔓延した世の中
で彼は魂を失ったように暮らしていた。一方、
遠く離れた地、日本。天皇と国のために命を
捧げてきたサムライ一族の長・勝元は自分
の信じてきた生き方が危機に晒されている
事に気づいていた。日本政府の思惑により
二人の戦士の運命がひとつに重なったその
時、烈しく勇壮な闘いの幕が開いた。（１５４分） 

人のうごき 
お
誕
生 

（
６
月
１６
日
〜
７
月
１５
日
）（
敬
称
略
） 

生
ま
れ
た
子   

　
　 

父     

　 

母    

　  

行
政
区 

お
く
や
み 

ご
結
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亡
き
人    

　
歳       

届
出
人     
　   

行
政
区 

加
藤
　
莉
緒 

野
田
　
奈
緒 

都
志
　
緋
夏 

渡
辺
　
　   

  深
谷
　
　
　 

山
本
　
春
子 

高
井
美
佐
於 

山
田
　
サ
チ 

梶
田
ソ
ト
エ 

渡
邊
　
　
子 

松
岡
　
忠
雄 

菅
野
　
龍
介 

　
良
真
由
実 

北
町
３
丁
目

６

東

区

 
５

南

区
 

東

倉

沼
 

１７ 

 
 
区

 

北
町
２
丁
目 

２８ 

 
 
区

 

８３ ８９ ９４ ８３ ８３ ６８ ８９
 恭

　
大 

浩
　
伸 

渉 
勝
　
之 

２２
　
　
　
区 

西
町
３
丁
目

西
町
３
丁
目

南
町
３
丁
目 

幸
　
子 

敦
　
子 

奈
　
歩 

裕
　
子 

｝ １７  

　 

区 

宍
戸
　
直
人 

合
田
美
知
子 

｝ 西　
　
区
 

ドラえもんとのび太が秘密道具を使い
植物・昆虫・魚貝類の世界に行って自
然の中を観察します。ドラえもんと一
緒にいる気分でワクワクドキドキしなが
らついつい見入ってしまいます。動く
図鑑なので本とは違った立体的な面
白さがあり、子ども達の自然に対する
興味を一層深めることができます。ぜ
ひ親子で野山、海に行った気分で楽
しく見てください。（各３０分） 

　
毎
週
日
曜
日
の
朝
に
な
る
と
、

道
草
館
の
前
は
た
く
さ
ん
の
人
で

賑
わ
い
ま
す
。朝
市「
朝
顔
の
会
」

で
は
、太
陽
の
恵
み
と
東
川
の
お
い

し
い
水
で
育
っ
た
元
気
な
野
菜
や

パ
ン
、そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
物
が
販

売
さ
れ
ま
す
。毎
年
、こ
れ
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

　
朝
市
以
外
で
も
、東
川
町
で
は

各
農
家
さ
ん
で
野
菜
や
花
の
直
売

を
し
て
い
た
り
、無
人
市
を
さ
れ

て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
ね
。道
草

館
で
も
い
ま
時
期
に
な
る
と
、町

外
か
ら
み
え
る
お
客
様
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
が
多
く
な
って「
や
っ
ぱ

り
、ス
ー
パ
ー
で
買
う
野
菜
と
は
違

う
の
よ
。」と
い
う
声
も
聞
こ
え
て

き
ま
す
。 

　
実
際
、お
日
様
を
いっ
ぱ
い
浴
び

た
お
い
し
い
野
菜
を
食
べ
る
と
、体

の
中
か
ら
元
気
が
わ
い
て
く
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。野
菜
が
嫌
い

な
お
子
さ
ん
達
に
も
、ど
ん
ど
ん

食
べ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
ね
。 

朝
市「
朝
顔
の
会
」は
１０
月
中
旬

ま
で
午
前
８
時
か
ら
な
く
な
る
ま

で
、道
草
館
前
に
て
開
催
中
で
す
。 

 

　
東
川
町
民
が
選
ぶ
５
月
の
月
間

Ｍ
Ｉ
Ｐ
賞
は
、高
橋
信
二
捕
手
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。 

　
授
賞
レ
セ
プ
シ
ョン
は
６
月
２８
日

に
札
幌
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
、農
協
青

年
部
長
の
青
木
拓
也
さ
ん
、東
川

町
観
光
協
会
理
事
の
本
多
信
義
さ

ん
、大
雪
野
球
少
年
団
の
平
川
貴

哉
君
、佐
々
木
智
康
君
が
プ
レ
ゼ
ン

タ
ー
と
し
て
参
加
し
、農
協
か
ら
ほ

し
の
ゆ
め
１
年
分
、観
光
協
会
よ
り

天
人
峡・旭
岳
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。 

高
橋
選
手
か
ら
は「
こ
の
よ
う
な

賞
を
い
た
だ
き
、と
て
も
光
栄
に
思

い
ま
す
。東
川
町
は
、水
が
き
れ
い
で
、

お
米
が
美
味
し
い
町
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。ぜ
ひ
一
度
、機
会
を
見
て

東
川
町
へ
行
き
た
い
と
思
って
お
り

ま
す
。」と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。 

〇
高
橋
信
二
捕
手
か
ら
サ
イ
ン
色

紙
を
１
名
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。ご
希
望
方
の
は
、官
製
は
が
き

に
住
所
、氏
名
、年
齢
、フ
ァ
イ
タ
ー

ズへ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
、

役
場
産
業
振
興
課
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。（
８
月
２０
日
消
印
有
効
） 

 

広報の配布には各行政区役員等の皆さんの特段のご
協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 
　お手数をおかけしますが、今後も引き続き速やかな配
布をお願いします。 
　なお、配布に当たっては次の事項にご留意ください。 
新しく転入された世帯や町内会に加入されていない

世帯にも、併せて配布をお願いします。 
毎月の広報の必要部数に増減があった場合はお手

数ですが税務住民課広報広聴係までご連絡ください。 

広報等の配布に 
ご協力いただきありがとうございます。 

文化交流館は７月から月
曜日も開館しています。み
なさんのご利用をお待ち
しています！ 

楽 明 

�Š��

東
川
町
民
が
選
ぶ
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ 

タ
ー
ズ
月
間
Ｍ
Ｉ
Ｐ
賞（
５
月
分
） 
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